



























































































































1kg 工500 2,229 1,400 i3,700 工400 ～ 705 1,455 3,721
(cm2)
表2. 各国におけるウサギケージの高さ基準
ウサギ JP US CA EC UX SCANB. FRP




















































外寸法 (mm) 720WX720DX300H 350WX527DX350H
床寸法 (mm) 610WX6101) 300WX485D
床面積 (cm2) 3,721 1,455
比率 (%) 3,721/5,716-0.719(7⊥.9%) 1.455/5,176=0.281(28.1%)
. 材質 (kg) 特殊樹脂 (FDA基準許可) FRP
重量 (kg) 3.6(本体)+1.4(秦+餌箱)-5 4.6(本体+秦+餌箱)
表4. 第-実験 (小一大ケージ)､第二実験 (大-小ケージ)ならびに第三実験 (小一大ケージ)
におけるウサギの行動解析結果
ウサギの行動分類 A.小一大ケージ B.太一小ケージ C.小一大ケージ
1.静止 54,618(42.6%) 45.002(35.1%) 26,668(20.8%)
2.歩行 2,949(2.3%) 2,436(1.9%) 3,718(2.9%)
3.跳躍 .蹴り 128(0.1%) o(0%) 256(0.2%)
4.摂餌 .摂水 8,590(6.7%) 9,359(7.3%) 12,693(9.9%)
5.毛づくろい 20,770(16.2%) 33,335(26.0%) 28,078(21.9%)
7.その他 (排便 .那尿 .噛む等) o(0%) o(0%) 256(0.2%)
*1+6(静止) 95,773(74.7%) 83,080(64.8%) 83,209(64.9%)
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項 目 SCANBURケージ lFRPケ-ジ
1.床面積 (居住性) 3,721C㌔ 1,455cm2
3.材質 (オートクレーブ) 町 可











































場合,歩行 ･跳躍 ･睡眠等が増加するが,静止 ･毛
づくろい行動等が減少する傾向が認められた｡






をフィール ドに近似 した飼育を是 とするAnimal
Welfarelnstitute5-と,Animal恥lfareActs)が,
飼育ケージそのものを動物環境工学,危険因子,コ
スト効果ならびに将来像等から検討することも必要
なことであると思われる7)8)9)10)0
なお,この論文の要旨は,第33回岡山実験動物研
究会 (於岡山大学農学部,1997.7.12.)ならびに第
12回実験動物環境研究会 (於島根県立産業交流会
館 :くにびきメッセ1997.6.28)にて報告した3)4)0
<文献>
1)佐藤徳光ら:｢実験動物のケージサイズに関す
る検討｣文部省科学研究費補助金 (総合研究
A)研究成果報告書,22-24(1995)
2)倉林 譲 :ケージサイズの動向について,岡山
実験動物研究会報,第13号,19-22(1996)
3)倉林 譲,上山和貴,大光宗義,西野光芳,西
崎 緑 :ウサギケージ内における行動学的観察
一特に在来型FRPケージとscANBURケージとの比
較について-,第12回実験動物環境研究会
｢実験動物ケージの規格化｣-ウサギケージー
講演要旨集 (1997)
4)倉林 譲,上山和貴,大光宗義 :ウサギのケー
ジ内における行動学的観察一時に在来型FRP
ケージとscANBURケージとの比較について-,
第33回岡山実験動物研究会プログラム (1997)
5)AnimalWelfareInstitute:Con)fortable
QuartersforLaboratoryAnimals;Rabbits,
74-79(1979)
6)AnilnalWelfareActandLaboratoryRabbit
careGuidelineinSwitzer】and(1994)
7)councilDirective.Ontheapproximationof
laws,regulationsandadd)inistrative
provisionsoftheA)emberstateregarding
theprotectionofanitnalsusedfor
experiⅢentalandotherscientific
purposes(1986)
8)InstituteofLaboratoryAnimalResources;
LaboratoryAnimalHousing(1978)
9)Institute
National
careand
Maryland
10)Institute
National
careand
National
(1996)
ofLaboratoryAniH)alResources,
ResearchCounci).Guideforthe
useoflaboratoryaniIDals.NIn,
(1985)
ofLaboratoryAnimalResources,
Researchcouncil.Guideforthe
useoflaboratoryanimals,
academypress,WashingtonD.C.
